
～論より証拠。食と運動編～
【楽らく♪健康ウォーキング】

生活習慣病を予防するため、運動とバランスのよ
い食事を体験してみませんか。（２日間１コース）
◆日時 ①２月２２日�午後１時３０分～３時２０分（受
け付けは午後１時１０分～）、②２月２５日�午前１０時
～午後０時３０分（受け付けは午前９時４０分～）。
◆会場 ①中央区民センター２階ホール（南２西１０）、
②中央保健センター２階講堂（南３西１１）。
◆対象 ２日間とも参加可能な４０歳～７９歳の区民の方。
◆定員・費用 ５０人・５００円（弁当代：２日目にお
支払いください）。
◆持ち物 ①室内運動靴・タオル・飲み物（万歩計

・健康手帳：お持ちの方）。②筆記用具・健康手帳。
◆申込 ２月１４日�午前９時から電話でお申し込み
ください（先着順）。ファクス不可。

【区民健康づくり講演会】
いつまでも脳を生き生きと保ち、さらに脳を発達
させるために、自分の生活習慣を振り返り、どのよ
うな心構えと取り組みが大切かを『日本を代表する
脳科学の専門家』による講演会を開催します。
◆内容 講演「脳の活性化と健康づくり～仲間づく
りは大人の脳を発達させる�」（講師：北海道大学大

さわ ぐち とし ゆき

学院医学研究科脳科学専攻神経機能学講座澤口俊之
教授）。
◆日時 ３月１日�午後２時～３時３０分（受け付け
は午後１時３０分～）。
◆会場 中央区民センター２階ホール（南２西１０）。
◆対象 健康づくりに関心のある区民の方。
◆定員・費用 ３００人・無料。
◆申込 当日直接会場へお越しください。
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右
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ら
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ら
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平
成
五
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
歴
史
の
散
歩
道
」
は
、
今
回

で
百
回
目
を
迎
え
、
一
旦
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
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申込・詳細

雪
山
か
ら
子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
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２月１１日からの内容です
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